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研究課題名 

「機械学習による重症低ナトリウム血症患者の死亡予測に関する研究」 

に関する情報公開 

 

１．研究の対象 

本研究の対象者は 2014年 1月から 2024年 12月の間に、中部労災病院に入院し、血清

ナトリウム値が 120mEq/L以下の重症低ナトリウム血症と診断された患者さんです。 

 

２．研究目的・方法・研究期間 

研究目的： 

本研究は、重症低ナトリウム血症患者さんの予後（死亡リスク）を予測するための機

械学習モデルを構築し、死亡と関連の深い因子を特定することを目的としています。

これにより、重症低ナトリウム血症患者さんの治療方針の最適化に貢献することを目

指します。 

研究方法： 

診療録（カルテ）から、患者さんの背景情報、血液検査値、尿検査値、治療内容、転

帰などの情報を収集します。収集したデータを用いて、機械学習という人工知能技術

を活用し、死亡を予測するモデルを構築します。また、どのような因子が死亡と強く

関連しているかを分析します。 

研究期間：実施承認日 ～ （西暦）2026年 12月 31日 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

情報：年齢、性別、体重、血圧、病歴、既往歴、併用薬、血液検査値（ナトリウム、 

カリウム、クレアチニン等）、尿検査値、治療内容、入院期間、転帰等 

 

４．外部への試料・情報の提供 

中部労災病院で収集された情報は、個人を特定できる情報を削除し、研究用の番号を付

けた上で、パスワード保護したハードディスクドライブまたは安全性の高いファイル共

有システムを用いて名古屋大学へ提供されます。 

対照表は、中部労災病院の研究責任者が保管・管理します。 

 



 

 

 

５．研究組織 

研究代表機関：中部労災病院 腎臓内科 部長 尾関俊和 

共同研究機関：名古屋大学大学院医学系研究科 腎臓内科学 教授 丸山彰一 

 

６．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研

究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人

の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出く

ださい。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

  連絡先： 

  名古屋大学大学院医学系研究科 腎臓内科学 

住所：〒466-8550 名古屋市昭和区鶴舞町 65 医系研究棟 1号館 9階 

電話：052-744-2192 

担当者：大学院生 永瀬宏哉 

 

研究責任者： 

名古屋大学大学院医学系研究科 腎臓内科学 教授 丸山彰一 

 

研究代表者： 

中部労災病院 腎臓内科 部長 尾関俊和 

 


